
1/6　景気ウォッチャー調査（令和６年６月調査）― 東北（現状）―

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月は前半から好調で、一時動きが鈍くなったが、ボーナ
スが出たことで結果は良くなっている。やはり、給料やボー
ナスが出た後は動きが良くなる。

◎

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・６月は株主総会や建設業の安全大会などの需要が多く、非
常に好調に推移している。新型コロナウイルス感染症発生前
の水準に戻っている。

○

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・気温が上がったため、前月よりも販売量が増加している。
また、特売イベント期間の売上が前年比108％となってい
る。客の流れが良くなっている。

○

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・今年は早い時期から気温が上がり、好天だったことも影響
し、飲食店への販売量が増加している。特に、生ビールやハ
イボール樽等の動きが顕著である。しかし、この好況に対応
し切れていない業種も多い。タクシーや運転代行が不足して
いることで、消費者は１次会で帰宅する傾向がある。

○
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・今月に入り、ようやく仕立ての仕事に幾らか動きが見られ
るようになっている。

○
百貨店（催事担
当）

来客数の動き ・改装オープン効果もあり来客数が伸びている。紳士、婦人
衣料が売上をけん引している。

○

百貨店（従業
員）

お客様の様子 ・例年と比べ気温が高く、衣料、雑貨、家電など各カテゴ
リーで夏物アイテムの動きが活発化しており、好調に推移し
ている。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・客単価は横ばいだが、来客数は前年比では増加している。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・人の動きが良くなっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は伸びているものの、天候が不安定なこともあり微
増にとどまっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・好天が続いたことから人の動きも活発になっており、来客
数が増加している。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・７年ぶりに当地で開催された祭りの影響で、来客数が例年
よりも増えている。

○

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・天候も良く、暑くなってきたことに加え、ボーナスの時期
でもあるため、夏物を購入する客が増えている。

○
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・猛暑の予報が出ている影響か、夏物をまとめ買いする客が
増えている。

○

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・式典や仕事でスーツを着る機会が前年以上に増えている。
特に５月６月は転勤や配置換えなどでスーツを購入する人が
増えたため、少し景気が上向いている。

○

家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・気温が高くなり、エアコンを始め扇風機やサーキュレー
ター等、季節商材の動きが活発になっている。販売単価、販
売数量が３か月前比、前年比いずれも伸びている。パリオリ
ンピックに向けたav機器の需要も少しずつ高まっており、若
干ではあるが販売数量は増え、単価も上がっている。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車発表を月末に控え、先行受注もあり、来客数も増え
ている。

○
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・車の購入、メンテナンスに掛ける金額が増えている。

○

住関連専門店
（インテリア
コーディネー
ター）

来客数の動き ・住宅やマンションを購入する若者が増えている。貯金や家
賃を支払うよりも若いうちにローンを組んで支払った方が良
いと考えている。マンションの高額物件も売れている。

○

その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・理由は分からないが、購買意欲が高い客が増えている。

○
都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・インバウンドの受入れ強化施策が好調に推移している。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・当社契約施設の販売金額進捗率が３か月前と比べて約３％
上昇している。

家計
動向
関連

(東北)
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○

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

販売量の動き ・原材料価格や人件費の上昇もあり、販売価格を20％ほど上
げたが、販売量の落ち込みもなく順調である。

○

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・住宅設備機器は、猛暑に備えてエアコンの増設工事やエア
コンの性能向上を図る買換えが増えている。リフォームも、
猛暑に備えて断熱効果を上げる増改築工事が増えている。屋
外のせん定や外構工事も増えている。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・修学旅行生や観光客の商店街来訪により、来街者数は増加
しているものの、物価高により売上は横ばいである。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・依然、値上がりが続いている。

□

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・今月は偶然、購入単価の高い常連客が集中して来店したた
め、販売量は３か月前と変わらない。しかし、常連客の来店
がなければ極端に悪い日が幾日も続くことがあり、実質の景
気は悪い。

□
一般小売店［雑
貨］（経営者）

来客数の動き ・年金支給日以降、若干客足は戻ったが、一時的なものとみ
ている。

□

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・食料品についてはほぼ全アイテムが値上がりしており、売
上に影響が出ている。節約志向は衣料品にも広がっている。
一方で、高額商品、インバウンド売上については引き続き好
調に推移している。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・６月も値上げが続いているが、１品単価は前年比1.8％増
加にとどまっている。来客数と買上点数は依然変わらないこ
とから、購買傾向が低価格商品にシフトしたとはいえない。
客の消費は依然厳しい状況が続いている。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・来客数は前期同様だが、依然として特売依存による集客に
なっている。割引商品や見切り品など少しでも安価な商品を
選んで購入する客が増えている。また、買上点数は大きく減
少している。

□

スーパー（営業
担当）

来客数の動き ・来客数は前年割れが続いている。値上げにより１品単価は
前年比103％と上がっているが、売上は来客数が減少した分
苦戦している。買上点数も前年比97％となっており、消費行
動に慎重さがみられる。

□
スーパー（商品
担当）

販売量の動き ・商品の値上げが続くなか、買上点数が減少傾向にある。

□

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・商品の値上げにより売上は上がっているが、原価は高いま
まなので利益は変わらない。全ての商品の価格が上がり過ぎ
て買い控えも起きている。今月から電気代も上がるため、利
益が出るか不安である。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク明けからの不調は戻りつつあるが、購
買意欲は低い。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・お中元の動きは、法人客は早まっているが個人客は遅く
なっている。また、猛暑の予報で空調服の注文や問合せが多
くなっている。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・気温上昇に伴い、ふだん着の買換えや買い足し需要が増え
てきた反面、クールビズやブライダル需要が停滞し、プラス
マイナスゼロになっている。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・ダイレクトメールを送ってもプレゼントが目的の来店が多
く、販売量は前年より減少している。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・法人の販売台数はある程度あるが、個人の販売台数が伸び
ていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・メーカーからの配車供給が安定しない。

□

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・新車とサービスの売上及び収益はおおむね前年並みであ
る。中古車の受注台数は前年比150％と好調だが、低価格帯
が中心のため収益にはつながっていない。

□
住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・受注生産をしている。受注量が少なく生産量は減少してい
る。



3/6

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・飲食店への販売の動きは相変わらず鈍いが、総会の飲食が
多くなったことと、地元農家の繁忙期が終わりつつあること
で若干回復している。店頭販売は相変わらず厳しく、価格帯
とブランドで明暗がはっきり分かれている。

□

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（経
営者）

販売量の動き ・今年も暑いとの予報が出ているなか、熱中症対策等で夏物
の需要が伸びると期待していたが動きがない。６月の売上は
かなり低く推移している。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・インバウンド需要による来客数の増加はあるが、身の回り
の景気は変わらない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・定額減税が実施されたが、慎重な姿勢がみられる。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・夏季商戦に突入したものの、動きはほぼ前年並みである。
インバウンドも大きな伸びはない。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・円安、物価高の影響で海外旅行は伸び悩んでいる。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・今月に入ってからも、旅行に関する消費が良くなる動きは
見られず、販売単価や販売量は変わっていない。

□
タクシー運転手 単価の動き ・週末にかけては長距離客もいるが、平日は近距離客が多

い。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は暑い日が多く、タクシー利用者が例年より多くなっ

ている。

□

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・放送サービスは、コロナ禍によって視聴習慣がついたため
か解約者数にブレーキが掛かり、加入者数の累計は増加して
いる。インターネットを中心とした通信系のサービスは、同
業者との競争が激化し、加入者数は微増にとどまっている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に変化がみられない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・依然、客は必要最低限のものしか買わない。

□
通信会社（社会
貢献担当）

来客数の動き ・来客数は一定数あるが問合せなどがメインで、新規契約の
需要は変わっていない。

□

観光名所（職
員）

販売量の動き ・団体予約等は前年を下回っているが、好天に恵まれている
ためかそれをカバーして少し余るくらい振り客が増えてい
る。土産品の販売では、さくらんぼが高値のため買い控えが
みられるものの、その分、他の土産品がよく動いており、今
月はやや良くなっている。

□

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・学校団体が戻り、梅雨入りも遅れて好天が続いたことで、
前年と同程度の来客数を確保できる見込みである。

□
競艇場（職員） 単価の動き ・来客数にほとんど変化はないが、客単価が下がっている。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・暖かくなってきたため、客が髪の手入れをするため来店し
ている。

□

その他サービス
［寮管理］（管
理人）

お客様の様子 ・物価高騰で消費者の購買意欲は低迷しているものの、必要
なものは購入している。景気は変わっていない。

□
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・戸建て住宅の受注棟数に変化はないが、客単価は依然低
く、総受注金額が低い。

▲

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・近隣でイベントが多数開催されたため、来客数の増加を見
込んだものの、来客数、買上客数共に前年比マイナスとなっ
ている。一方、客単価は前年を超えている。

▲

スーパー（店
長）

販売量の動き ・１品単価は上がり、来客数も減っていないが、買上点数は
前年比96.4％と大きく減少している。買物に使う金が減って
いる。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・客の買上率が低下しており、販売量も減っている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少により売上も落ちている。
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▲

スーパー（店
長）

来客数の動き ・集客対策として価格訴求等の販売促進策を強化したが、価
格への慣れ等もあり、直近の来客数はやや低迷している。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・週末のイベント時には来客数が大幅に増えるが、平日は
徐々に減っている。また、客単価が初めて前年割れしてい
る。

▲

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・給料は変わっていないのに物価が上昇しており、客の買い
控えがみられる。景気は少しずつ悪くなっている。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・暖かくなったが、来客数が予想より伸びない。冷やし麺
も、最高気温は高くても朝が寒いと全く売れず、売上が上が
らない。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数、単価、販売量の全てにおいて前年割れの状況であ
る。

▲

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・売上は前年比99％、客単価は同106％、来客数は同93％で
ある。客単価の上昇は仕入価格の上昇で売価が上がったため
である。来客数回復の兆しはない。

▲
家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・エアコン等の夏商材は好調だが、その他の商品は前年割れ
となっている。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前月と比べ部品の販売数はある程度出ているものの、単価
の低いものが多い。

▲

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・来客数が減少しており、販売量も前年比では減少傾向にあ
る。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・売上は前年比103％、来客数は同101％だが、いずれも３か
月前より減少している。ファッションなどの物販の売上は前
年比、３か月前比共に減少している。前年まで好調だった他
の部門も３か月前より大きく減少している。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク以降、低調が続いている。特にディ
ナータイムの客足が非常に鈍っており、大変危機感を持って
いる。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・例年この時期は歓送迎会などもないため、客の動きは悪
い。

▲
一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・週末のピーク時も来客数が減っている。席数が半分しか埋
まらないことすらある。

▲
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・先行予約が少ない。

▲

観光型旅館（ス
タッフ）

販売量の動き ・今月は土曜日より金曜日の宿泊客数が２割ほど多い日が続
いている。土曜日は料金が高いことが理由とみている。

▲

美容室（経営
者）

単価の動き ・客単価は前年比97％である。パーマなどの高額施術は行わ
ず、カットやトリートメント等、ヘアーデザイン維持のメン
テナンス施術を行っている。

▲

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・官公庁の発注は多いが、応札者側の反応は様々である。仕
事量が多い企業は辞退し、少ない企業では競争が激しい。人
手不足のため無理に仕事を取りにいかない企業も多い。民間
では福祉医療系の補助単価が厳しく、物価高騰により必要に
迫られている企業以外は動きが鈍い。工業系や食品系の工
場、省エネ建物の建設に関する問合せが多い。

×

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・６月は大きなイベントと祭りがあり多くの人出があった
が、周りのどの店も売上に影響はなかったと聞いている。当
店も売上は非常に悪く、前年比では25％も減少している。

×

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・物価が上昇しており、賃上げがあっても実質賃金が上がっ
ていないため、客は商品の値上げに対応できないのが実状で
ある。

×

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・物価高の影響か、購買意欲が減退している。



5/6

×

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・特産品であるさくらんぼの不作の影響か、収穫後の慰労会
が開催されそうにない。依然、物価高で遊びに使う金に余裕
がない人が多いため、夜の繁華街の景気は悪い。

◎
農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・道の駅に出品しているが、前年以上の売上になっており、
売場も盛況である。

◎
食料品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・イベントや旅行、インバウンド等の客で飲食店はにぎわ
い、物販の販売も好調である。

◎
建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・客先の物価高騰への理解が深まり、受注金額が上昇傾向に
あるため、適切な利益が得やすい状況である。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が少しずつ増えている。

○

電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・dram製造の顧客を中心に、設備開発、設備投資に積極的な
姿勢がみられる。

○

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・地域や業種にもよるが、地元企業の投資意欲は総じて回復
基調にある。資材価格が高止まりしているなかでも、設備需
要に関する情報件数は増加傾向にある。

□
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量は前年比５％減少が続いており、販売不振に変化は
ない。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・受注に変化がない。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・依然、顧客の様子に違いはあるが、全体でみると受注量に
変化はない。

□

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・大規模案件が一段落したところであり、新規案件の受注見
込みは当面ない。

□

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・客先の動向が良くない状況が続いているため、受注が伸び
ず売上に影響している。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・着工工事件数が前年を下回る状況が続いている。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・大型工事の受注がないため、受注量に大きな変化はない。

□

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・第１四半期の売上は前年比では増収となっている。ただ
し、賃上げや物価高騰等の影響もあって人件費や経費が増え
ており、減益となっている。全般的に物の動きは良くない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・顧客の反応をみる限り、いまだ対面営業をしにくい状況に
ある。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・dxを推進したい、投資したいという大きな動きがない。

□

広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・経済環境の不安定さから、大胆な販売促進活動を実施する
企業が少なく、広告業界は３か月前と変わらず、低空飛行の
ままである。

□
広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・予算に極端な増減がある取引先は少なく、景況感は３か月
前と変わっていない。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・商業、工業共に、原材料価格の値上がりに対応するための
価格転嫁に限界が近づきつつある。

□

公認会計士 取引先の様子 ・顧客の月次、決算状況から判断している。サービス業、小
売業は業績回復が進んでおり、景気は上向きである。建設業
関係も一定程度の業績を確保しているが、製造業の業績が良
くない。全体としては、製造業が足を引っ張っているものの
景気はやや良い状態と判断している。

□
コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・年度末前後の需要も収束し、閑散期に入っている。景気は
例年と変わらない。

□

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・食品の値上げが続いており、販売量は前年をやや下回って
いる。

□

その他企業［企
画業］（経営
者）

それ以外 ・温泉観光地域への来客数の増加がみられず、滞留時間も短
い。土産店や飲食店が減少し温泉街の魅力が低下したことに
起因している。

企業
動向
関連

(東北)
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▲

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・人出が多いイベントもあり、そのときは売上は上がった
が、イベントがないと下がる。トータルでみると売上は前年
比マイナスとなっている。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大手自動車メーカーの不正問題による生産調整の影響が出
ている。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・予定していた契約が延期になっている。

×
農林水産業（従
業者）

受注量や販売量
の動き

・さくらんぼが不作のため、価格は例年より高値だが、出荷
量が大幅に減少し、売上も減少している。

×

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自治体からの発注が激減し、競争が激しくなっている。民
間においても買い控えや節約志向がみられる。

×
窯業・土石製品
製造業（職員）

受注量や販売量
の動き

・公共事業、民間事業共に受注量が減少しており、厳しい状
況である。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・５月６月は毎年求人数が落ち着く傾向にあるが、今年は前
年の約1.5倍の求人がある。

○
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・業種により差はあるものの、新規求人数は前年同月比で増
加が続いている。

○
民間職業紹介機
関（職員）

周辺企業の様子 ・人材が欲しいという企業からの問合せが増えている。

□

人材派遣会社
（経営者）

採用者数の動き ・景気がやや良い状態が続いているが、飲食や清掃、警備、
物流の各業種においては採用がなかなかうまくいっていな
い。

□
人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・採用者数は横ばいである。地元企業で業績が苦しい会社が
散見され、採用の抑制がみられる。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は前年比マイナス傾向が継続している。

□

アウトソーシン
グ企業（経営
者）

それ以外 ・付加価値をつけてサービス価格を上げられるように努力し
ているが、aiとの仕事の奪い合いは続いている。

□

新聞社［求人広
告］（経営者）

周辺企業の様子 ・インバウンドを含む観光需要は増加している。個人消費は
先行きに不透明感があることから変わっていない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・いずれの業種も広告の動きが鈍く、売上の前年割れが続い
ている。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・人手不足は継続しており、従業員の定着や新規採用のため
賃金や福利厚生を改善する企業が増えてきてはいるものの、
原材料費や燃料費の上昇により人件費を増やすのが難しい企
業は多い。その結果、新規採用が進まない企業は売上が下が
るという状況に陥っている。

□

学校［専門学
校］

採用者数の動き ・新卒採用の早期化が進んでおり、良い人材を早いタイミン
グで確保する大手企業が増えている。背景には人材不足や採
用の難しさがあるとみている。

▲
新聞社［求人広
告］（経営者）

それ以外 ・広告の減少傾向が続いている。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・人員整理に踏み切る事業所が増えている。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が減少し、有効求人倍率が低下している。

× － － －

雇用
関連

(東北)
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